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Abstract

　　　The　Misogawa　Complex　is　a　Late　Jurassic　accretiollary　complex　widely　exposed

ill　the　eastern　part　of　the　Millo　Terrane，　central　Japa11．　The　complex　is　mai111y

comPosed　of　sandstone，　mudstone　and　chert，　alld　they　are　gellerally　defor1／1ed　ill

various　degrees．　Alnollg　the　complex，　exceptionally　well－colltinuous　sequences　are

exposed　along　the　Nakazawa－gawa　River　ill　the　Kisoftlkushima　area，　Nagallo

Prefecture．　Pelagic　chert　is　conformably　covered　1⊃y　hemipelagic　siliceous　mudstone　ill

the　outcrOP。

　　　Middle　to　Late　Jurassic　radiolarial／assemblages　corresPollding　to　7耽oZo吻sα

捌6α捌辮，7160麗καalld∫解。αψsα（P）珈7傭∫zones（Matsuoka，1995）were　found　ill　the

sequence。　The　radiolarian　biohorizon　of　the　top　of　the　chert　is　correlative　with

S創。αψsα（P）ゆ％α1乞szolle　that　rallges　fro1111atest　Middle　to　early　Late　Jurassic．　The

age　of　the　stratigraphic　boulldary　is　illterpreted　as　the　arrival　time　of　the　oceallic　plate

at　the　outer　trench　where　the　terrigenous　materials　were　first　deposited　ill　the

sequence．　The　age　illdicated　by　tl｝e　radiolarians　from　the　Nakazawa－gawa　River

sequellce　is　the　youngest　evidellce　ill　the　eastem　Millo　Terrane．

1｛ey　words：　ル〃η0　　7セγ7’αノ？θ，　ルノゐ09αωα　Co”4）Zεκ，　ル万46／／θ　ノ廊7・αssゴ6，　・乙α’〔3　ノ安γ召∫sゴ6，

フ’α6ガ0♂αγガαηS，Sちぜ06砂Sα6∂5カ”π／乞S　90η6
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1。はじめに

　長野県西部には，美濃帯に属するジュラ紀付加コンプレックスが広く分布している（第

1図）。これらの付加コンプレックスは，一般的に北東　南西から東西方向の走向を有し，

北に傾斜している。また，構造的上位の北西側に分布するコンプレックスほど形成年代が

古くなることが知られている（Otsuka，1988）。味噌川コンプレックスは，美濃帯東部で

もっとも南東側の構造的最下位に分布し，波多層・野俣層・鞍覆層・味噌川層・藪原層・

奈良井層・横川層・桑沢層（片田・盗見；1962，1964）を含んでいる。味噌川コンプレッ

クスは，砂岩・泥岩を主体とする地質体で，混在岩のほか，一部に走向方向に比較的よく

連続するチャートや珪質泥岩・珪質粘土岩などを伴っている（Otsuka，1988；竹内ほか，

1998など）0

　1980年代，放散虫化石による美濃帯の年代論が確立されていく中で，味噌麹コンプレッ

クスの泥質岩からは，Goη8yJo漉醐獄Sα加ωα67？S鶴S’ゴ論06砂楓フ7α7ZZ4αη諭¢廊群集（八尾

・松岡，1981）や，沸4〃の醐5傭／6ヅ群集（Mizutalli♂α♂．，1981）など，ジュラ紀中世

後期から新世前期の年代を示す放散虫化石群集の産出が報告された（足立，1982；矢野，

1985；大塚，1986など）。

　その後，奥村・大塚（1996）は，開田地域の珪質泥岩中のマンガンノジュールに含まれ
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第1図　美濃帯付加コンプレックスの分布と調査位置
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る放散虫化石群集が，美濃帯のマンガンノジュールに含まれるものとしては最も若いジュ

ラ紀中世後期から新世前期のものであることを明らかにした。また江川ほか（1999）は，

王滝地域の味噌川コンプレックスの構造・年代についての研究の結果，王滝地域に分布す

るチャートの上限の年代がジュラ紀中世中期であることを明らかにしている。岩木ほか

（2000）は，木祖地域の泥質岩から，味噌川コンプレックスではもっとも若い年代一

Tithonia11後期を示すと考えられる放散虫化石群集の産出を報告し，砕屑岩類が，少なく

ともジュラ面癖末期まで堆積を続けていたことを示した。

　今回，味噌川コンプレックスが露出する長野県木曽郡木曽福島町中沢川において，チャ

ートとその上位に重なる珪質泥岩の整合関係が確認された。この一連のシーケンスには，

比較的保存良好な放散虫化石が含まれており，それらの示す年代からチャートの上限の年

代が，ジュラ紀中世後期から新世前期であることが明らかになった。このことは，美濃帯

ジュラ紀付加コンプレックスの形成年代を議論する上で重要な事実であると考えられるた

め，その内容について報告する。

2。地質の概要

　今回放散虫化石が産出したチャートおよび珪質泥岩は，長野県木曽郡木曽福島町中沢川

の中流域に露出する。この地域には，美濃帯付加コンプレックスの構成要素である味噌川

コンプレックスが分布している。味噌川コンプレックスは，砂岩や泥岩などの砕屑岩を主

体とし，緑色岩・石灰岩・珪質粘土岩・チャート・珪質泥岩などを伴う地質体である。味

噌川コンプレックスは，海洋底に堆積した堆積物が海溝に沈み込む過程で，大陸側に付加

することによって形成された付加コンプレヅクスであると考えられている（Otsuka，

1988など）。

　味噌川コンプレックスには，初生的な堆積構造をよく保存した砂岩泥岩互層から，泥質

岩中に多種の岩体を不規則に含む混在岩まで，様々な程度の変形を示す岩石が含まれてい

る。一部では，今回報告する中沢川中流域のように，珪質粘土岩・チャート・珪質泥岩な

どの一連のシーケンスが側方へよく連続して追跡される。中沢川中流域では，下位から珪

質粘土岩・チャート・珪質泥岩・泥岩が重なり，層序学的上位に向かって陸源性心屑物が

増加する層序が認められる（第2図）。この重なりは，味噌川コンプレックスの構造的上

位に位置する沢渡コンプレックスや，他地域の付加コンプレックスで認められているチャ

ートー砕屑岩シーケンス（大塚，1985など）に相当するものである。一般に，珪質粘土岩

あるいはチャートの下底には，地層の層理面に平行で，幅数Cmから数10cn1程度の固結した

破砕帯が存在する。中沢川中流域の味噌川コンプレックスでも，この断層によってチャー

ト　砕屑岩シーケンスが繰り返しているものと考えられる。

　試料採取地点は，中沢川中流域に露出するチャート　砕屑岩シーケンスの下部を占める

チャートと，その上に重なる珪質泥岩の境界付近である（第3図，図版1）。ここでは，

チャートと珪質泥岩は整合関係であり，下位から上位に向かって漸素的に岩相が変化して

いくようすが観察される。チャートは青灰色を呈し，幅3～5Cm程度の間隔で層理而が発

達する。チャートの層理面は東一西から東北東　西南西方向の走向を示し，北に傾斜す

る。このチャートは灰色で，下部では透明感をもつが，その上限に近づくにつれて透明感
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第2図　中沢川中流域のルートマップ

がなくなり，上方に向かって珪質泥岩に漸移する。暗灰色の珪質泥岩は，下部では幅3

～5Cln程度の間隔で層理面が認められ，チャートと同様の走向傾斜を示す。珪質泥岩の層

理面は，上位に向かうにつれて不明瞭になり，層理面の認められない塊状の珪質泥岩に移

化する。なお中沢川の右岸には，チャートや泥岩の岩片を含む安山岩が貫入しており，チ

ャートとN20DW，54．Wの面で接している。ただし，チャートおよび珪質泥岩には顕著な

接触変成作用は認められない。

3．放散虫化石と年代

　チャートの上限付近から下流側（層序学的下位）に約20m，上流側（層序学的上位）に

約10mの範囲で，18試料のチャート（NZI～NZ18），6試料の珪質泥岩（NZ19～NZ24）
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　　　　　　　　第3図　チャートの上限付近のルートマップと試料採取地点

を採取し，放散虫化石を抽出した。これらの試料から得られた放散虫化石を第1表・第4

図および図版2・3に示す。以下に，Matsuoka（1995）の問隔帯に基づいて，放散虫化

石が示す年代について検討する。

　チャートからは，1乃密。♂oo砂sαヵ1ガ。α7π祝Yao，7＝60η6耀Matsuoka，　E躍M’溜6〃多〃η

醐襯α伽∫θ（Yao），　E　sθ辮加傭〃％Nagai　and　Mizutalli，　G2鷹召磁π編α如（Kocher），

Ez燗漉4ガ6♂勧¢的6’％”¢（Riedel　alld　Sanfilippo），　Gloπ8吻伽zακsαんαωα67短s　Matsuoka，

S創oo6ψ∫α6α勧α7雌MatSuokaなどの放散虫化石が得られた。

　乃吻oJoαψsα卿。αア％辮Yaoは，その初出現がT720010αψ廊ヵ砒αフ忽槻zoneの下底であ

るとされており，7ラ働。♂oαψ∫α　60π8καzolleにわたって産出する。　E％げ漉4ガ6」／謝⑦

πηz〃ηα6フ¢s6（Yao）は，7凋ooZoαψ∫αヵ1ガ。α7多6ηz　zoneから7擁60♂oαψ∫αooπ6καzolleにかけ

て産出する。E％砂7’躍観1π駕5翻顔6’π祝Mizutalli　and　Kidoは，丁痂。♂oαψ5α擁6α捌”z
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第4図　放散虫化石の産出層準
　　　　　白丸はconferを示す。柱状図は，露頭ごとに分けて表わしている。

　　　　　Tp：7ラゼco～θ6砂躍〃記μγ～ρηzone，　Tc：乃霜o！o昭ρsα6侃α召zolle，　Ss：SO，～06ψsα（P）砂力π～～∫zone
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第エ表　放散虫化石の産出リスト
　　　　産出層準（NZ）の番号は，第3図および第4図の番号に対応する。灰色の欄はcOnfer
　　　　を示す。
　　　　ch；チャート，　sm：珪質泥岩

　　　　　　　　　産出層面（NZ）

　　　　　　　　　　　　岩石
Ezκ〃’4’ε伽η8ε’1’〃～1c’～〃ηNagai　arld　Mizutani

鳳πηf〃ηαα7∫e（Yao）

εSPP．

／1’℃ノ～三1εo‘”cりノ。η1’’”αSPP・．　．

τ》ゾoo’oc‘胆5‘ψ〃。‘1’w〃Yao

冗SPP．

8e〃20c‘1ρ3‘’SPP．

1〕”o’卍〃π〃ησSPP，

1f5置’τ〃π　SPP，

Pα’v’｛ゴη92”αSPP．

∫’f〔ゾroo角ワ5‘」SpP，

G～’εxello’昭4α’α（Kocller）

8り’～oc叩∫αごσ18ηα”i”η〔Matsuoka）

8SPP，

r’’’”励∫spP，

Go’rgylo’乃。π1κ∫α々αwαθη3’3　Matsuoka

E置κ：y’層”4’ε”置ご〃～ノ，リノ。’μ’η　（Riede藍and　SanH匪ppo）

ん℃乃αθ05poηgoρ’弓～〃π’η’SPP．

Go’卍9ylo〃7αηxプ～rvo∫μ3　Dumitrlca

απ9εぜ～o’εぴ”ゴ∫cσ’ア。”cαDumitrica

E〃～f1ユ‘ソfα　sp，

浸。θη’乃oc’”α’∫sp．

Z）’c’γo〃”〃’〔～〃ρsp，

zolleの上部から丁沈。♂oαψsαooη6辮zolleの下部にかけて産出する。　G粥κ6〃σ脳伽如

（Kocher）は，丁半010αψ5召60ηθκαzol｝eからS砂10αψ5α（P）5勿π傭zolleの最下部にかけて

産出することが知られている。また，丁沈0／0αψsα60ηθ耀Matsuokaは，その初出現が

7耽。♂oαψsαoo喫καzolユeの下底であるとされており，　S解。αψsα（P＞吻7η傭zolleにかけ

て産出すると考えられている。動κッ漉4ゴ6〃z〃π　ヵちノ。≠翻¢（Riedel　and　Sallfilippo）は，

万ゴoo♂oα4，8ασo麗καzolleから・楠θa640漉。砂。癬’7・αργ勿¢魏御zolleにかけて産出する。

GoηgyJo疏。燃s盈αωαω②諮Matsuokaは，　S砂10αゆ∫α（P）5ρ磁薦zoneに産出が限られて

いる。また，S砂10αψsα　6α擁α㍑辮　Matsuokaは，　Goη劇Zo魏oγακ　sα忽ωα6η∫ゴs，

S’痂60αψsαηα彫4脚高sゐ群集（八尾・松岡，1981など）の特徴種である。以上のよう

に，チャートから産する放散虫化石は，乃・ガ60♂oαψsα卿。απ‘7πzOIleまたは7「痂010αψ∫α

60麗καzOlleから，少なくとも8塀。αψsα（P）ε〃α臨zOIleに及んでいるものとみなされ

る。

　珪質泥岩からは，Eπ甥’襯θ113〃％ヵ砂α多〃，z（Riedel　alld　Sallfilippo），　E　初ゴos多〃π

Wakita，　Goη8吻一匹初osa6s　Dtllnitrica，伽g〃。励・ガs　oαフψα’磁Dumitricaなどが得ら

れた。これらのうち，E麗の〃4ゴ6〃z〃πヵ砂。オ多‘77¢（Riedel　and　Sal／filippo）は，7擁60Zoαψsα

ooηθκαzolleから凸6z‘40漉。砂。纏磁ヵ吻フ¢物αzOlleにかけて産出する。珪質泥岩の下位

のチャート最上部からもE勿6伽¢（Riedel　alld　Sallfilippo）が産出していること，さらに
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Goη型／0伽7鷹∫読ατoαθηs乞s　MatSuokaも産出していることを考えると，珪質泥岩に含ま

れる放散虫化石は，S加。αψsσ（P）S勿π傭zOIleおよびその上位の化石帯のものとみなされ

る。

　以上のことから，中沢川中流域に露出するチャートから珪質泥岩にかけての一連のシー

ケンスからは，7うゼ6010αψsαヵ1ガ6αγ％2η　zolleまたは丁痂oJo6砂∫α　60η飢αzolleから

S姻。αψsαの　5ρ磁漉　zolleにかけての放散虫化石が産出する。その年代は，　Matsuoka

（1995）の化石帯区分によると，ジュラ紀中世中期のBajocia11またはBathonia11から，ジ

ュラ紀新世のOxfordia11にあたると考えられる。

4．チャートの上限の年代に関する考察

　チャートの上限に近い層準から産出した種のうち，G多燃θ磁　観4磁　（Kocher）は，

Matsuoka（1995）によると，7耽。♂oαψsα　co粥καzoneからその上位のS砂♂oαψsα（？）

幼〃α傭zolle（Matsuolくa，1995）の下限付近にかけて産出する。またE鱒7’麟6〃％辮的。’獺

（Riedel　and　Sanfilippo）は，7．ン宛。♂064ρsαoo％醐αzolleから．禽6％ゴ04比砂。”¢ガ’ηヵ万回忌勿α

zolleにかけて産出する。また，　NZ16，　NZ17から得られたGo128夕♂o魏。艦　s盈αω紹％諮

Matsuokaは，　S創。αゆsα（P）ψ吻傭zoneに限って産出する。これらのことから，　NZ16

より上位の層準，すなわちチャートの上限はS砂10α4）sα（P）頭％α／歪szolleに相当し，その年

代は，ジュラ紀新世のOxfordia11であるものと考えられる。

　Matsuoka（1995）によってS翅06砂sα（P）ψ磁1云s　zolleの最下部に最終出現層準をもつと

されるG％召κθ1‘α瑠4α如（Kocher）の産出は，　NZ16の層準で終了している。また，　NZ16・

NZ18から産出しているS砂10α4）sαoα伽αフ留死（Matsuoka）は，ジュラ紀新世前期と考えら

れているGo標野♂o漉。観κsαんαωαθヲ癖5－S批加06ψ5α7zαη4α痂θη5ゴs群集（八尾・松岡，

1981）の特微種である。西園（1996）は九州の秩父帯南帯において，ジュラ紀中世後期の

CaHovian後期からジュラ紀新世前期Oxfordianに相当する8砂♂oαψ∫α（P）ψ孤燈zoneを

設定しており，S四四α剛剛（Matsuoka）は同化石帯にほぼ限定して産するとしている。

これらのことは，チャートの上限がMatsuoka（1995）の∫砂10αψ5α（P）幼磁傭zolleに存在

するという結論に矛盾しない。

　以上にあげたことから，チャートの上限はS創。αψsα（P）蜘履1乞szOlleに存在し，その年

代はジュラ紀中世後期のCallovia11後期から新世前期のOxfordia11であると考えられる。

ただし，7万oo♂oαψ∫αヵ傭α㍑”¢YaoやG粥κ召磁η％4伽（Kocher）が，チャートの上限に

かなり近い層準から産出していることや，Matsuoka（1995）によれぽS砂10α4）sα（P）吻耀1歪s

zolleの上半部から産出するとされる〃「〃卿s％∫耀4ガ04磁嬬％s（RUst）が堅い出されないこ

とから，チャートの上限がジュラ紀新世に及ぶとしても，その最下部にとどまるものと考

えられる。

　一般に，付加コンプレックスにおけるチャートの上限の年代は，陸源性砕屑物の到達し

ない遠洋性の堆積環境にあった海洋プレートが海溝付近に到達した結果，陸源性砕屑物が

供給されはじめた年代を示すものと考えられている（Matsuda　alld　Isozaki，1991）。この年

代は，海洋プレートの海溝到達年代として解釈することができ，この年代を知ることは，

付加コンプレックスが形成された年代についての議論をするうえで重要である。美濃帯東
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部地域では，味噌川コンプレックスの構造的上位に位置する沢渡コンプレックスで，チャ

ートの上限の年代がジュラ紀厭世後期であることが知られている（Otsuka，1988；Hori　alld

Otsuka，1989）。また味噌川コンプレックス内では，江川ほか（1999）により，今回放散虫化

石が産出した部分よりも構造的上位の部分が露出する王滝地域の樽沢において，チャート

の上限の年代はジュラ紀中世中期のBalocianであるとされている。今回明らかになった

チャートの上限の年代は，これらと比較すると明らかに若く，美濃帯東部における構造的

最下位に位置する部分において，海溝到達年代がもっとも若いことを示す化石の証拠が見

い出されたことになる。
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